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第９章 職業訓練としての研修コースの特徴と課題

―山梨県立農業大学校の実態調査から―

吉田 真悟

１． はじめに

本章では，山梨県立農業大学校（以下，「山梨農大」という）を対象として，大学校が

実施している社会人等向け研修コースの位置付けを明確にする。さらに，研修（職業訓練）

に参加する者の研修受講から修了後の進路までのプロセスを詳細に追うことで，彼らにと

っての研修の役割やその課題を明らかにする。また，統計分析やアンケート調査では完全

に抜け落ちている調査対象として，研修コースを修了した卒業生が挙げられる。現在の状

況とともに振り返って大学校での研修の評価を就農した彼らにしてもらうことには大きな

意味があると考えられる。 

また，詳細は後述するが，山梨農大の社会人等向け研修コースには，厚生労働省の職業

訓練の委託を受けた職業訓練農業科というコースが存在し，これがこの本研究資料の第Ⅱ

部で対象としている研修コース（1 年弱の研修）に該当している。職業訓練の委託を受け

て行われているその研修が，大学校側と参加者側にそれぞれどのような利点をもたらして

いるのかを検討するのも本章の課題の一つである。 

なお，山梨農大で実施したヒアリング調査の対象者は，大学校の職員 3 名（校長及び研

修課の担当職員 2 名），職業訓練農業科の現役研修生（以下，「訓練生」という）7 名，同

科の卒業生 3 名及び卒業生を雇用する農業法人 1 社である。 

２． 職業訓練農業科の特徴

（１）大学校の概要

 山梨農大のある山梨県北杜市は県北端，長野県との県境に位置する。果樹を中心に産地

を形成する県の特徴に併せて，大学校の提供するカリキュラムの多くも果樹及び野菜に特

化している。標高730mに位置する大学校の圃場における果樹の栽培品目は，ブドウ（50a）
とモモ（55a）が中心であるが，そのほかにも，スモモ，オウトウ，リンゴ等の 8 種類の

果樹（合計 79a）が植えられている。野菜については，露地圃場（139a），パイプハウス

圃場（6.4a）の他に有機圃場（40a）が用意されている。 
組織と運営については，3 課体制をとっており，予算や運営方針，会計等を担当する総

務課以外に，養成科及び専攻科の運営を担当する教務課，研修全般を担当する研修課があ
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る（第９－１図）。

山梨農大に，それまでの農業機械研修所に代わって研修部が設置されたのは 1984 年で

あり，翌 1985 年に研究科（現在の専攻科）が設置される。その後，2004 年に職業訓練農

業科を就業支援センターからの受託訓練という形で研修課の就農研修を担う部署として設

置し，2008 年の専門学校化に併せて現在の学科構成に再編されている。またそれと同時に，

受講生と農業法人による従業員募集の増加に対応して職業訓練農業科の定員を倍増してい

る。

大学校の教育理念は「生産から流通・販売までアグリビジネスの実際を学ぶ」であり，

「高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開」と「活力に満ち溢れた農山村の創造」を

実現する能力を備えた農業経営者の養成を主眼としている（平成 31 年度教育計画書）。た

だし，養成科では「農業経営を担う生産のプロフェッショナルを育成」することを教育目

標としているのに対して，研修課の就農研修を担う職業訓練農業科では「農業生産法人等

への就業に向け，圃場実習や農家派遣実習等の実践を中心とした訓練により，現場で活用

できる農業生産の基礎技術や流通・販売の実際についての知識・技術を習得」することを

目標に掲げる等，プログラムごとに期待される役割は異なっている。そこで，以下では大

学校が提供するプログラムの概要を比較することで，職業訓練農業科の位置付けを明確に

する。

（２）大学校における職業訓練農業科の位置付け

 第９－１表に山梨農大が提供するプログラムの一覧とその概要を示す。本章で対象とする

職業訓練農業科は，研修課のプログラムの一つである就農研修を担っているが，それ以外

にも研修課には就農準備研修，農業経営研修，農業機械研修，農業体験研修がある。職業

訓練農業科で行う研修とそれ以外の研修プログラムとを明確に分ける要素は，研修期間の

長さとカリキュラムの充実度である。

・果樹学科

資料：「平成３０年度　学校案内」より作成．

第９－１図　山梨県立農業大学校の組織
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職業訓練農業科の 9 か月のコース（果樹，野菜，有機農業）では，合計 1,050 時間のカ

リキュラムが実施されている(1)。これに対して，他の研修では長くても週末農業塾の 10
日間である。研修内容も職業訓練農業科では，農業栽培実習（270 時間）や農家派遣実習

（378 時間）の他にも多くの座学が必修となっており，幅広いカリキュラムと言えるが，

その他の研修では農業体験や座学，実習というテーマごとの募集であることがわかる。 
また，入学要件を見ても，農業者や一般県民を対象とする研修がある一方で，職業訓練

農業科は「就農・農業生産法人就職希望者」となっており，研修修了後本格的に農業に従

事する意思のある者を対象としている。なお，大学校の職員によれば，訓練生の中には研

修前に週末農業塾で農業適性や自分の本気度を確認してから職業訓練農業科の受講を決め

るケースも多いという。 

担当課

就農研修

（職業訓練

農業科）

農業体験
週     末

農 業 塾

果樹，野菜，

有機農業
座　学 演　習

2年 2年 9か月
(土日祝以外

毎日)
(土日祝以外

毎日)
(土日祝以外

毎日)

入　学

定　員

果樹:20名

野菜・花き
:10名

果樹:若干名 3,4名

果樹:10名

野菜:10名

有機農業

:9名

[9か月ｺｰｽ]
果樹:30名

野菜:25名

有機農業:5
名

20名 20名 8~24名 20名

【年間】 【年間】

118,800円 118,800円

（授業料） （授業料）

250,000円 100,000円

（諸経費） （諸経費）

カリキ

ュラム

2年間

2,400時間

内訳：1年

次実習＝
840時間，2
年次実習＝
600時間

(先進農家

派遣研修
330時間)

2年間2,400
時間
1年次実習

＝660時間

(農業生産法

人派遣研修
270時間)
2年次実習

＝330時間

(異業種派遣

研修＝180
時間)

・野菜果樹

の農業体験

を通じて農

業適性を判

断

・5~12月の

土日に不定

期で，希望

する作物の

栽培管理の

研修

[9か月ｺｰｽ]
1,050時間

内訳：農業栽

培実習＝
300時間,農
家派遣実習

＝378時間

・実践経営

者を講師に
6次産業化

などのセミ

ナーを実

施

・新商品開

発プロセス

を学ぶ演

習を実施

・トラクター

単体

・けん引

・作業機

・小型バック

ホー

・安全利用

整備

・栽培知識

に関する講

座実施し

て，夏休み

には親子の

農業体験実

施

入　学

要　件

高等学校以

上を卒業し

た者

短期大学以

上で農業に

関する課程

を卒業した

者，本校養

成科を卒業

した者

就農・農業

生産法人

就職希望

者

就農・農業生

産法人就職

希望者

農業者 一般県民

第９－１表　大学校の提供するプログラムの比較

期　間

主　な

費　用

1,2日 10日

就農準備研修

（就農トレーニング塾）
農業機械

研     修

（ﾄﾗｸﾀｰ単
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学科名

・
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農業経営研修

（経営セミナー）

資料：「平成31年度　教育計画書　専門学校山梨県立農業大学校」，「2019年度学校案内」「研修に関する各種チラシ」．

無料 無料

1日4日 3日
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1,000円
無料

1~6日

無料

[9か月ｺｰｽ]
約3万円

（テキスト代，

保険代）

無料
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職業訓練農業科の 9 か月のコース（果樹，野菜，有機農業）では，合計 1,050 時間のカ

リキュラムが実施されている(1)。これに対して，他の研修では長くても週末農業塾の 10
日間である。研修内容も職業訓練農業科では，農業栽培実習（270 時間）や農家派遣実習

（378 時間）の他にも多くの座学が必修となっており，幅広いカリキュラムと言えるが，

その他の研修では農業体験や座学，実習というテーマごとの募集であることがわかる。

また，入学要件を見ても，農業者や一般県民を対象とする研修がある一方で，職業訓練

農業科は「就農・農業生産法人就職希望者」となっており，研修修了後本格的に農業に従

事する意思のある者を対象としている。なお，大学校の職員によれば，訓練生の中には研

修前に週末農業塾で農業適性や自分の本気度を確認してから職業訓練農業科の受講を決め

るケースも多いという。

担当課

就農研修

（職業訓練

農業科）

農業体験
週     末

農 業 塾

果樹，野菜，

有機農業
座　学 演　習

2年 2年 9か月

(土日祝以外

毎日)
(土日祝以外

毎日)
(土日祝以外

毎日)

入　学

定　員

果樹:20名

野菜・花き

:10名

果樹:若干名 3,4名

果樹:10名

野菜:10名

有機農業

:9名

[9か月ｺｰｽ]
果樹:30名

野菜:25名

有機農業:5
名

20名 20名 8~24名 20名

【年間】 【年間】

118,800円 118,800円

（授業料） （授業料）

250,000円 100,000円

（諸経費） （諸経費）

カリキ

ュラム

2年間

2,400時間

内訳：1年

次実習＝

840時間，2
年次実習＝

600時間

(先進農家

派遣研修

330時間)

2年間2,400
時間

1年次実習

＝660時間

(農業生産法

人派遣研修

270時間)
2年次実習

＝330時間

(異業種派遣

研修＝180
時間)

・野菜果樹

の農業体験

を通じて農

業適性を判

断

・5~12月の

土日に不定

期で，希望

する作物の

栽培管理の

研修

[9か月ｺｰｽ]
1,050時間

内訳：農業栽

培実習＝

300時間,農
家派遣実習

＝378時間

・実践経営

者を講師に

6次産業化

などのセミ

ナーを実

施

・新商品開

発プロセス

を学ぶ演

習を実施

・トラクター

単体

・けん引

・作業機

・小型バック

ホー

・安全利用

整備

・栽培知識

に関する講

座実施し

て，夏休み

には親子の

農業体験実

施

入　学

要　件

高等学校以

上を卒業し

た者

短期大学以

上で農業に

関する課程

を卒業した

者，本校養

成科を卒業

した者

就農・農業

生産法人

就職希望

者

就農・農業生

産法人就職

希望者

農業者 一般県民

第９－１表　大学校の提供するプログラムの比較

期　間

主　な

費　用

1,2日 10日

就農準備研修

（就農トレーニング塾）
農業機械

研     修

（ﾄﾗｸﾀｰ単

体研修他）

農業体験

研     修

(園芸体

験教室）

教 務 課

養 成 科 専 攻 科

研　　修　　課

学科名

・

ｺｰｽ名

農業経営研修

（経営セミナー）

資料：「平成31年度　教育計画書　専門学校山梨県立農業大学校」，「2019年度学校案内」「研修に関する各種チラシ」．

無料 無料

1日4日 3日

500～

1,000円
無料

1~6日

無料

[9か月ｺｰｽ]
約3万円

（テキスト代，

保険代）

無料
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 ところで，山梨農大で最も充実したカリキュラムが実施されているのは，教務課内の養

成科及び専攻科であろう。2 年間で 2,400 時間のカリキュラムが用意され，養成科では実

習時間も 1,440 時間にのぼる。ところが，生産者の元での実地研修に充てられる時間を見

ると，職業訓練農業科（9 か月コース）で 378 時間（農家派遣実習），養成科で 330 時間

（先進農家派遣研修），専攻科で 270 時間（農業生産法人派遣研修）である。つまり，職

業訓練農業科は実地研修に特化しており，この傾向は「実践を中心とした訓練」という教

育目標と一致している。

また，養成科と専攻科が高校や大学校，農業系専門学校等を卒業した若者を主な対象と

しているのに対し，職業訓練農業科はより広い年齢層や社会経験をもつ就農希望者に開か

れている。こうした傾向は修学経費の違いにも見られ，職業訓練農業科は 3 万円程度だが，

養成科や専攻科では年間 20 万円以上の経費がかかる。研修先の農家に通う経費は自己負

担ではあるが，職業訓練農業科の修学経費の安さは際立っており，これがより幅広い就農

希望者にとって魅力となっている。

以上より，山梨農大における職業訓練農業科の位置付けを確認すると，研修課のプログ

ラムの中では群を抜いて研修期間が長く，カリキュラムも充実している。養成科や専攻科

と比較すると研修期間は短いが，農家等での実地研修に充てる時間の割合は職業訓練農業

科が最も高い。多様なバックグラウンドをもつ就農希望者にとって，職業訓練農業科は地

域の農業を理解し，本格的に就農準備を行う場としての大きな役割があると言える。続い

て，この職業訓練農業科のカリキュラム内容や職業訓練の受託条件等を詳述する。

（３）職業訓練農業科の特徴と課題

職業訓練農業科の 9 か月コースの訓練期間は，2019 年度実績では 4 月 18 日から翌年 1
月 17 日までであり，土日祝日及びお盆休みを除いて毎日授業がある。訓練時間は午前 9
時から午後 4 時 10 分までであり，農家実習や視察研修では随時変更される。コースは果

樹，野菜及び有機農業の 3 種類がある。果樹の定員は 30 名で，モモ及びブドウに特化し

たカリキュラムとなっており，その他に学びたい果樹がある場合，農家派遣実習等で対応

する。野菜コースの定員は 25 名で露地野菜と施設野菜を学び，有機農業コースは定員 5
名で有機農業の生産から販売までを学ぶ。なお，2019 年度の募集実績について，果樹は

30 名（応募 43 名）だが，野菜及び有機野菜は合わせて 20 名（うち 2 名は途中辞退）で

ある。野菜及び有機野菜は数年前から定員割れが続いているとのことである。

訓練期間を通じて農家派遣実習が平行して実施されることが山梨農大の特徴である。研

修先は訓練生の希望を優先しており，具体的な希望がない訓練生のみ地域や品目を考慮し

て大学校側で選定している。受入先の農家には少額の謝金が支払われているが，教える手

間がかかることから，訓練生を農繁期における単なる労働力として期待してはいない。

近年では受入農家同士の意見交換会も実施しており，研修の質の向上に努めている。そ

の結果，次節以降で見るように訓練生のこの農家派遣実習に対する評価は非常に高い。た

だし課題もあり，大学校の研修圃場と研修先の作物の生育状況の違いが挙げられている。
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大学校は県北部の標高の高い場所に立地しているため，県南部に比べ作物の生育が遅く，

結果として研修先での作業が授業（学校圃場での実習）より先行してしまっている。

次に，職業訓練が持つ役割について考察する。山梨農大は山梨県立就業支援センターと

委託契約を結んでおり，農業部門に関する職業訓練を大学校が受け持つ形となっている。

大学校の職業訓練農業科はその委託費で運営されている。そのため職業訓練農業科の応募

資格は「公共職業安定所（ハローワーク）に求職申し込みをし，職業相談を受けた結果，

公共職業安定所長が受講斡旋する方（自営のみを目指す方は，求職申込ができません。）」

（令和元年度職業訓練農業科 果樹コース パンフレット）となっている。

また，他県からの受講も可能であるが，訓練開始前までに県内に住民票を移してもらい，

原則県内で就農することを条件としている。厚生労働省のガイドラインでは，就業率が 2
回連続で 35%を下回ると委託訓練の指定を受けられなくなるとのことであるが，現在の就

業率は 80～90%なので問題はない。上記の応募条件があるため，就業（就農）支援におい

ては，将来的に独立自営就農を目指している訓練生に対しても，農業法人や農業関係の団

体・企業等への就職を働きかけている。

訓練生の多くは，研修（訓練）開始時点では独立自営就農志向が強いが，研修を行う中

で現実的には修了直後の独立が困難であると判断して雇用就農に至るケースが多い。この

ため，訓練生の就農支援として，農業法人や農家からの求人募集情報を訓練生に伝えてい

るが，正社員の募集は非常に少なく，アルバイトが多い。それ以外では農家派遣実習の研

修先農家や農業法人にそのまま雇用されるケースや，大学校の助手や山梨県総合農業技術

センター，山梨県果樹試験場の職員に応募する訓練生も一定数いる。

農地の確保に関しては，大学校から訓練生に農地情報を伝えることもあるが，基本的に

は居住地や営農希望地において訓練生自身で探してもらっている。研修カリキュラムの中

の「就農計画（21 時間）」には，農地情報の収集も含めて就農準備のために自由に役所等

を回る時間が充てられている。また，訓練生同士の SNS での情報交換も活発であり，職

員もこの SNS グループに入って随時情報提供を行っている。その他の就農支援としては，

就農が決まった訓練生の情報は普及機関や JA と共有して組織間連携を図っている。 
最後に，大学校職員のヒアリング結果から職業訓練農業科の特徴をまとめると，訓練生

の多くは就農したいという決意を持って研修を受講しているため非常に熱心であり，研修

圃場での作物の出来も良いという。社会人としての経験があるため，何事にも適応するス

ピードが速く，授業進度は養成科より早い。一方で，卒業生を雇用する農業法人において

は，若い人（新卒）が欲しい場合には養成科の卒業生を優先することもある。

３．訓練生の実態と大学校に対する評価等

（１）訓練生の受講経緯から就農準備状況までの整理

ここからは現役の訓練生に対する聞き取り調査の結果を用いて，訓練生にとって職業訓

練農業科が果たしている役割や課題を整理する。第９－２表では 7 名の訓練生について基本
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属性から訓練受講までの経緯，さらには現在の進路希望までをまとめている。 
訓練生 A 氏，B 氏，C 氏，D 氏は果樹コース，E 氏，F 氏，G 氏は野菜・有機農業コー

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏

コース名 果樹コース 果樹コース 果樹コース 果樹コース
野菜・有機
農業コース

野菜・有機
農業コース

野菜・有機
農業コース

年　齢 29歳 37歳 39歳 50歳代前半 60歳 48歳 29歳

性　別 男 男 女 男 男 女 男

大学・大学院 専門学校 専門学校 大学・大学院 大学・大学院 大学・大学院 大学中退

(農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外)

配偶者：あり 配偶者：あり 配偶者：あり

子供：あり 子供：あり 子供：あり

自家の職
業及び農

地の有無

果樹 の兼 業農

家(50a)。

祖父がブドウ栽

培(80a)してお

り，父は農外就

労中。

親戚が亡くなっ
た際に母がブド

ウ園(30a)を相

続した。

非農 家で 親族

内に農地なし。

父が米・野菜の
兼 業 農 家だっ

た。近年の農地
を相続した。

父 が他 県 で農

業をしている。

祖父が1haほど

果 樹 栽 培 して
いた。他に果樹

農 家 の親 戚が
いる。

・県内在住 ・県内在住 ・県内在住 ・他県在住 ・県内在住 ・他県在住 ・県内在住

・農家の下で働

き，受講直前は
建設 会社 の農

業 部 門 でマ ン
ゴーを栽培。

・帰郷してワイ

ナリー会社に勤
めていた。

・配偶者も地域
おこし協力隊と
して６次産業化

に携わる。

・美容師をして

いたが友人から
農 業 体験 を勧

められていた。

・ メ ー カ ー 勤

務。会社のキャ
リア支援制度を

使 って 早 期退
職。

・地元役場で農

業 関 連 の課を
経 験 。 仕 事 の

傍ら農業をして
いた。定年済。

・NGO勤務。 ・地元役場に勤

めながら祖父母
の農 作 業 を手

伝う。

受 講 の

きっかけ

・ハローワーク

で法人・個人農
家などの就農

先と同時に職
業訓練農業科

を紹介された。

・職業訓練校で
あればしっかり

学べると期待し
た。

・自分で醸造用

のブドウを作り

たくなった。

・新規就農相談

センターで農業
大学校につい

て知った。

・失業者にとっ
て有利だと感じ

た。

・友人から大学

校の職業訓練
農業科を教え

てもらい，ハ
ローワークで紹

介された。

・とにかく農業
について知りた

かった。

・学費の安さと
訓練期間１年と

いうのが決め
手。

・農業には魅力

を感じており地
元自治体で職

業訓練農業科
を紹介された。

・大学校の卒業

生が職業訓練
農業科を教え

てくれた。

・公務員の再任
用制度も断って

いた。

・学費がほとん
ど無料なのが

大きかった。

・配偶者が地域

おこし協力隊で
農業法人勤務

になり，自分も
農業を学びた

いと思った。

・他県では年齢
制限で給付金

得られず。

・大学校のこと
は農業人フェ

アで知った。

・ハローワーク

でJA出資型法

人を知り，そこ
が研修先にも

なっている大学
校を紹介され

た。

・将来は夫婦で
有機や自然農

法を行いたい。
・そこまでは慣

行農業の農業
法人への雇用
就農もあり。

現 在 の
進路希望

準備状況

・ハローワーク

で「果樹・給料・
距離」を条件に

探している。

・直前に働いて
いた建設会社
に戻ることも検

討。

・果樹試験場の

臨時職員に応
募予定。
・大学校でなけ

れば考えな
かった進路。

・自家の畑も管
理する。

・将来は自立し
て経営する。

・ハローワーク

でも「年間雇用
の正社員，休
日日数（実家の

農業も手伝い
たい）」を条件

に探したが，ブ
ドウ栽培に共感

できた研修先
に行くことにし

た。

・果樹試験場の

作業助手に応
募予定。
・十分な農地が

確保できず，特
に優良な農地

は獲得困難。
・兼業農業を開

始し，将来は専
業経営を目指

す。

・開始時から変

わっていない
が，このままで

はパートしか見

つからない。
・４月から自分

の畑の準備や
農地の登記を

おこなう。

・山梨県総合農

業技術センター
の環境部への
就職を予定。

・配偶者の任期

が終わる2年後

までは働く。

・半農半Xを希

望。

・農地10aを住

民から取得。

・現在すでに
JA出資型法人

でバイトしてお

り4月から正社

員になる。

・この法人は2
年後に1haの

農地を割り当て
て独立させてく

れる。
・将来は家の農

地も耕作する。

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

受 講 前

の 状 況

開始時の

進路希望

・親の農業を継

ぎたいが50aで

は難しいため，

雇用就農して
資金を貯めた

い。

・まずは農業法
人に雇用され

つつ自分の畑
を持つ。

・研究開始時点
から研修先のブ

ドウの観光農園
に雇用を打診さ

れた。

・独立自営を考
えていた。

・社会保険が
しっかりある農

業法人で雇用
されながら，週

の半分くらいは
自分の畑をやり
たい。

・開始時からJA
出資型法人に
就農予定で，

研修先もそこを
希望した。

第９－２表　訓練生の基本属性及びこれまでの歩み

学　歴

配偶者・
子供有無

なし 配偶者：あり 配偶者：あり なし
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ここからは現役の訓練生に対する聞き取り調査の結果を用いて，訓練生にとって職業訓

練農業科が果たしている役割や課題を整理する。第９－２表では 7 名の訓練生について基本

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏

コース名 果樹コース 果樹コース 果樹コース 果樹コース
野菜・有機

農業コース

野菜・有機

農業コース

野菜・有機

農業コース

年　齢 29歳 37歳 39歳 50歳代前半 60歳 48歳 29歳

性　別 男 男 女 男 男 女 男

大学・大学院 専門学校 専門学校 大学・大学院 大学・大学院 大学・大学院 大学中退

(農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外) (農業系以外)
配偶者：あり 配偶者：あり 配偶者：あり

子供：あり 子供：あり 子供：あり

自家の職

業及び農

地の有無

果樹 の兼 業農

家(50a)。

祖父がブドウ栽

培(80a)してお

り，父は農外就

労中。

親戚が亡くなっ

た際に母がブド

ウ園(30a)を相

続した。

非農 家で親族

内に農地なし。

父が米・野菜の

兼 業 農 家だっ

た。近年の農地

を相続した。

父 が他 県 で農

業をしている。

祖父が1haほど

果 樹 栽 培 して

いた。他に果樹

農 家 の親 戚が

いる。

・県内在住 ・県内在住 ・県内在住 ・他県在住 ・県内在住 ・他県在住 ・県内在住

・農家の下で働

き，受講直前は

建設 会社 の農

業 部 門 でマ ン

ゴーを栽培。

・帰郷してワイ

ナリー会社に勤

めていた。

・配偶者も地域

おこし協力隊と

して６次産業化

に携わる。

・美容師をして

いたが友人から

農 業 体験 を勧

められていた。

・ メ ー カ ー 勤

務。会社のキャ

リア支援制度を

使 って 早 期退

職。

・地元役場で農

業 関 連 の課を

経 験 。 仕 事 の

傍ら農業をして

いた。定年済。

・NGO勤務。 ・地元役場に勤

めながら祖父母

の農 作 業 を手

伝う。

受 講 の

きっかけ

・ハローワーク

で法人・個人農

家などの就農

先と同時に職

業訓練農業科

を紹介された。

・職業訓練校で

あればしっかり

学べると期待し

た。

・自分で醸造用

のブドウを作り

たくなった。

・新規就農相談

センターで農業

大学校につい

て知った。

・失業者にとっ

て有利だと感じ

た。

・友人から大学

校の職業訓練

農業科を教え

てもらい，ハ

ローワークで紹

介された。

・とにかく農業

について知りた

かった。

・学費の安さと

訓練期間１年と

いうのが決め

手。

・農業には魅力

を感じており地

元自治体で職

業訓練農業科

を紹介された。

・大学校の卒業

生が職業訓練

農業科を教え

てくれた。

・公務員の再任

用制度も断って

いた。

・学費がほとん

ど無料なのが

大きかった。

・配偶者が地域

おこし協力隊で

農業法人勤務

になり，自分も

農業を学びた

いと思った。

・他県では年齢

制限で給付金

得られず。

・大学校のこと

は農業人フェ

アで知った。

・ハローワーク

でJA出資型法

人を知り，そこ

が研修先にも

なっている大学

校を紹介され

た。

・将来は夫婦で

有機や自然農

法を行いたい。

・そこまでは慣

行農業の農業

法人への雇用

就農もあり。

現 在 の

進路希望

準備状況

・ハローワーク

で「果樹・給料・

距離」を条件に

探している。

・直前に働いて

いた建設会社

に戻ることも検

討。

・果樹試験場の

臨時職員に応

募予定。

・大学校でなけ

れば考えな

かった進路。

・自家の畑も管

理する。

・将来は自立し

て経営する。

・ハローワーク

でも「年間雇用

の正社員，休

日日数（実家の

農業も手伝い

たい）」を条件

に探したが，ブ

ドウ栽培に共感

できた研修先

に行くことにし

た。

・果樹試験場の

作業助手に応

募予定。

・十分な農地が

確保できず，特

に優良な農地

は獲得困難。

・兼業農業を開

始し，将来は専

業経営を目指

す。

・開始時から変

わっていない

が，このままで

はパートしか見

つからない。

・４月から自分

の畑の準備や

農地の登記を

おこなう。

・山梨県総合農

業技術センター

の環境部への

就職を予定。

・配偶者の任期

が終わる2年後

までは働く。

・半農半Xを希

望。

・農地10aを住

民から取得。

・現在すでに

JA出資型法人

でバイトしてお

り4月から正社

員になる。

・この法人は2
年後に1haの

農地を割り当て

て独立させてく

れる。

・将来は家の農

地も耕作する。

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

受 講 前

の 状 況

開始時の

進路希望

・親の農業を継

ぎたいが50aで

は難しいため，

雇用就農して

資金を貯めた

い。

・まずは農業法

人に雇用され

つつ自分の畑

を持つ。

・研究開始時点

から研修先のブ

ドウの観光農園

に雇用を打診さ

れた。

・独立自営を考

えていた。

・社会保険が

しっかりある農

業法人で雇用

されながら，週

の半分くらいは

自分の畑をやり

たい。

・開始時からJA
出資型法人に

就農予定で，

研修先もそこを

希望した。

第９－２表　訓練生の基本属性及びこれまでの歩み

学　歴

配偶者・

子供有無
なし 配偶者：あり 配偶者：あり なし
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スに在籍している。年齢層は 20 歳代から 60 歳代まで幅広く，学歴は専門学校や大学卒業

以上であるが農業系を専攻した者は一人もいない。しかし，自家の職業を見ると，親世代

が兼業農家である訓練生は A 氏，E 氏，F 氏の 3 名のみだが，B 氏，C 氏，G 氏も何らか

の形で親族が農地を保有しており，D 氏のみが農業との関係が全くない。その中でも C 氏

と E 氏は，最近農地を相続したことが職業訓練受講のきっかけとなっている。 
受講直前の状況については，県内在住者 5 名のうち仕事として農業に携わっていたのは

A 氏のみで，G 氏は祖父母の農業を手伝う程度であった。また，前職が農業に興味を持つ

きっかけとなったのは，B 氏（ワイナリー勤務）と F 氏（環境 NGO 勤務）である。 
さらに，職業訓練受講のきっかけとして，雇用就農目的でハローワークに行って大学校

を紹介されたのが A 氏と G 氏である。それ以外の者は「農業を学びたい」という思いから

知人や新規就農相談センター，農業人フェアから山梨農大を知り，職業訓練の受講を選択

している。このときの決め手として，雇用保険の適用（失業手当の受給）や学費の安さを

挙げる者が多く（B 氏，C 氏，E 氏），F 氏は年齢制限の関係で他県ではなく山梨農大を選

択している。なお，E 氏は前職が公務員であるため雇用保険は適用されていない。 
ところで，訓練生においては訓練開始時の進路希望と訓練終了時の進路希望が異なるケ

ースも想定される。職員のヒアリングの中でも，初期の独立自営就農志向が次第に変化し

て雇用就農に向かう傾向にあることが指摘されていたが，これに当てはまるのが D 氏であ

る。しかし，卒業を間近に控えた今の段階で雇用就農が決まっているのは C 氏と G 氏のみ

であり，C 氏は研修先の観光農園から訓練開始直後より雇用就農を打診されており，G 氏

は訓練開始前から就農先を決め（訓練中の研修先もそこを選択），既にアルバイトとしてそ

こで働いていた。一方，A 氏と E 氏は雇用就農先を探しているがまだ見つかっていない。 
この点とも関連するが，今回の調査対象者で特徴的だったのは，大学校の作業助手や山

梨県総合農業技術センターの職員に応募予定の訓練生が 3 名（B 氏，D 氏，F 氏）いたこ

とである。これは実際には条件の合う雇用就農先を見つけることの難しさを示していると

言えよう。なお，この 3 名を含め 7 名中 6 名の訓練生が，将来的には独立自営就農や半農

半 X，雇用就農と自営の兼業を考えており，この点が農業法人等の就農先が考える長期雇

用や経営の担い手となる人材確保といった条件と一致しておらず，訓練生が雇用就農先を

見つけられない一つの要因になっていると考えられる。親族内等からの農地取得が可能な

訓練生が多くなれば，訓練生と雇用就農先とのマッチングはより困難になろう。

（２）訓練生の大学校に対する評価

ここでは訓練生による研修カリキュラムに対する評価を専攻コース別に示す。まず，果

樹コースの第９－３表と野菜コースの第９－４表から，両コースに共通する評価を見ると，

座学・実習においては機械操作に関する資格を取得できた点が評価されている一方で，訓

練生の数が多すぎて実習で実際に経験できる機会が少ない点が不満として挙げられている。

さらに農家研修については，新技術，販路，補助金申請等の実際を知る機会となったこと

が評価されており，研修先との強いつながりができ一部では訓練後の就農先となった点も
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好評である(2)。その他では，訓練生同士や普及員とのネットワークができた点が評価され

ている。 
コース別に見ると，果樹コースの場合，B 氏，C 氏，D 氏は 2 月の剪定作業を経験する

前に訓練が終了してしまうことに不満を感じていた。さらに，大学校の圃場での作物生育

A氏 B氏 C氏 D氏

・座学と実習がしっかり結
び付いている。

・実習と農家研修で予習・
復習ができた。

・資格を取得できた。 ・資格を取得できた。

改善点

・クラス人数が多く経験の

機会が少ない。

・外部講師の授業は専門

用語が多くわからない。
・冬の剪定の実習期間が

短かい。
・農作業の閑散期に座学
が詰め込まれており分散し

てほしい。

・理系科目は進度が早く感

じた。
・将来自営したい人は経

営・流通・加工の座学を充
実させてほしいのでは。
・剪定の実習期間が短い。

・2月頃がピークとなる剪定

作業を学べない。

・新技術を知る機会。

・訓練後も研修先と繋がる

ことができる。

改善点

・実習進度が研修先より遅

れると研修先で迷惑をかけ
る。

・大学校は県南より作物生

育が遅いので実習進度が
研修先より遅れる。

良い点
・県内で果樹をやる同期同
士の情報交換に期待。

・訓練生が使用する設備を

充実してほしい。
・養成科のイベントに駆り

出さないでほしい。

第９－３表　果樹コースの訓練生による大学校の評価

良い点

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

座　学
・

実　習

農　家
研　修

良い点

・複数の農家を回れるた

め，農家間の比較ができて
勉強になる。

・訓練後に研修先で雇用さ

れることが決まった。

その他

改善点

E氏 F氏 G氏

・資格を取得できた。 ・資格を取得できた。

・日程的にすべての作業を見れた。 ・視察先で慣行・有機農業を比較で

きた。

・実習の日程が少なく，訓練生が多

いので作業を経験できない。

・６次産業化は座学が多く実習が少

なかった。

・機械の教習は訓練生が多く十分

経験できない。

・実習圃場を最後まで見ることがで

きない。

・４月の育苗の実習が不十分。 ・5,6月は農家実習が週３日入るの

で大学校の実習に入れない。

・将来自営就農したい人向けになっ

ていない。

・４月の実習が始まる前に基礎知識

を学ぶ機会が必要。

・農繁期と農閑期に合わせて授業

時間を調整してほしい。

・研修先の販路の使い方や補助金

の利用方法を知ることができた。

・研修先との繋がりができた。

改善点
・研修先の圃場を最後まで見ること

ができない。

良い点

・視察先農家，普及員，訓練生同士

の繋がりができて，農地や機械の情

報が流れてくる。

改善点

その他

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

農　家

研　修

座　学

・

実　習

第９－４表　野菜・有機農業コースの訓練生による大学校の評価

良い点

・スマート農業の講演会，見本市，

加工視察など充実していた。

改善点

良い点

・有機栽培の農業法人で販売方法

を学べた。

・訓練後に研修先で雇用されること

が決まった。
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さらに農家研修については，新技術，販路，補助金申請等の実際を知る機会となったこと

が評価されており，研修先との強いつながりができ一部では訓練後の就農先となった点も

好評である(2)。その他では，訓練生同士や普及員とのネットワークができた点が評価され

ている。

コース別に見ると，果樹コースの場合，B 氏，C 氏，D 氏は 2 月の剪定作業を経験する

前に訓練が終了してしまうことに不満を感じていた。さらに，大学校の圃場での作物生育

A氏 B氏 C氏 D氏
・座学と実習がしっかり結

び付いている。

・実習と農家研修で予習・

復習ができた。

・資格を取得できた。 ・資格を取得できた。

改善点

・クラス人数が多く経験の

機会が少ない。

・外部講師の授業は専門

用語が多くわからない。

・冬の剪定の実習期間が

短かい。

・農作業の閑散期に座学

が詰め込まれており分散し

てほしい。

・理系科目は進度が早く感

じた。

・将来自営したい人は経

営・流通・加工の座学を充

実させてほしいのでは。

・剪定の実習期間が短い。

・2月頃がピークとなる剪定

作業を学べない。

・新技術を知る機会。

・訓練後も研修先と繋がる

ことができる。

改善点

・実習進度が研修先より遅

れると研修先で迷惑をかけ

る。

・大学校は県南より作物生

育が遅いので実習進度が

研修先より遅れる。

良い点
・県内で果樹をやる同期同

士の情報交換に期待。

・訓練生が使用する設備を

充実してほしい。

・養成科のイベントに駆り

出さないでほしい。

第９－３表　果樹コースの訓練生による大学校の評価

良い点

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

座　学

・

実　習

農　家

研　修

良い点

・複数の農家を回れるた

め，農家間の比較ができて

勉強になる。

・訓練後に研修先で雇用さ

れることが決まった。

その他

改善点

E氏 F氏 G氏
・資格を取得できた。 ・資格を取得できた。

・日程的にすべての作業を見れた。 ・視察先で慣行・有機農業を比較で

きた。

・実習の日程が少なく，訓練生が多

いので作業を経験できない。

・６次産業化は座学が多く実習が少

なかった。

・機械の教習は訓練生が多く十分

経験できない。

・実習圃場を最後まで見ることがで

きない。

・４月の育苗の実習が不十分。 ・5,6月は農家実習が週３日入るの
で大学校の実習に入れない。

・将来自営就農したい人向けになっ

ていない。

・４月の実習が始まる前に基礎知識

を学ぶ機会が必要。

・農繁期と農閑期に合わせて授業

時間を調整してほしい。

・研修先の販路の使い方や補助金

の利用方法を知ることができた。

・研修先との繋がりができた。

改善点
・研修先の圃場を最後まで見ること

ができない。

良い点

・視察先農家，普及員，訓練生同士

の繋がりができて，農地や機械の情

報が流れてくる。

改善点

その他

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

農　家

研　修

座　学

・

実　習

第９－４表　野菜・有機農業コースの訓練生による大学校の評価

良い点

・スマート農業の講演会，見本市，

加工視察など充実していた。

改善点

良い点

・有機栽培の農業法人で販売方法

を学べた。

・訓練後に研修先で雇用されること

が決まった。
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さらに農家研修については，新技術，販路，補助金申請等の実際を知る機会となったこと

が評価されており，研修先との強いつながりができ一部では訓練後の就農先となった点も

好評である(2)。その他では，訓練生同士や普及員とのネットワークができた点が評価され

ている。

コース別に見ると，果樹コースの場合，B 氏，C 氏，D 氏は 2 月の剪定作業を経験する

前に訓練が終了してしまうことに不満を感じていた。さらに，大学校の圃場での作物生育

A氏 B氏 C氏 D氏
・座学と実習がしっかり結

び付いている。

・実習と農家研修で予習・

復習ができた。

・資格を取得できた。 ・資格を取得できた。

改善点

・クラス人数が多く経験の

機会が少ない。

・外部講師の授業は専門

用語が多くわからない。

・冬の剪定の実習期間が

短かい。

・農作業の閑散期に座学

が詰め込まれており分散し

てほしい。

・理系科目は進度が早く感

じた。

・将来自営したい人は経

営・流通・加工の座学を充

実させてほしいのでは。

・剪定の実習期間が短い。

・2月頃がピークとなる剪定

作業を学べない。

・新技術を知る機会。

・訓練後も研修先と繋がる

ことができる。

改善点

・実習進度が研修先より遅

れると研修先で迷惑をかけ

る。

・大学校は県南より作物生

育が遅いので実習進度が

研修先より遅れる。

良い点
・県内で果樹をやる同期同

士の情報交換に期待。

・訓練生が使用する設備を

充実してほしい。

・養成科のイベントに駆り

出さないでほしい。

第９－３表　果樹コースの訓練生による大学校の評価

良い点

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

座　学

・

実　習

農　家

研　修

良い点

・複数の農家を回れるた

め，農家間の比較ができて

勉強になる。

・訓練後に研修先で雇用さ

れることが決まった。

その他

改善点

E氏 F氏 G氏
・資格を取得できた。 ・資格を取得できた。

・日程的にすべての作業を見れた。 ・視察先で慣行・有機農業を比較で

きた。

・実習の日程が少なく，訓練生が多

いので作業を経験できない。

・６次産業化は座学が多く実習が少

なかった。

・機械の教習は訓練生が多く十分

経験できない。

・実習圃場を最後まで見ることがで

きない。

・４月の育苗の実習が不十分。 ・5,6月は農家実習が週３日入るの
で大学校の実習に入れない。

・将来自営就農したい人向けになっ

ていない。

・４月の実習が始まる前に基礎知識

を学ぶ機会が必要。

・農繁期と農閑期に合わせて授業

時間を調整してほしい。

・研修先の販路の使い方や補助金

の利用方法を知ることができた。

・研修先との繋がりができた。

改善点
・研修先の圃場を最後まで見ること

ができない。

良い点

・視察先農家，普及員，訓練生同士

の繋がりができて，農地や機械の情

報が流れてくる。

改善点

その他

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

農　家

研　修

座　学

・

実　習

第９－４表　野菜・有機農業コースの訓練生による大学校の評価

良い点

・スマート農業の講演会，見本市，

加工視察など充実していた。

改善点

良い点

・有機栽培の農業法人で販売方法

を学べた。

・訓練後に研修先で雇用されること

が決まった。
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が遅いため，実習進度と研修先での作業にズレが生じることによって研修先に迷惑をかけ

ることが多いという意見が寄せられた（C 氏 ，D 氏）。反対に，野菜・有機農業コースで

は，4 月に実習が始まる段階では育苗の経験ができないことが不満として挙げられた（F
氏，G 氏）。また，農繁期には農家での実習が多くなるため，大学校の実習圃場をしっか

り見ることができないという声もあった。

最後に就農支援に関する訓練生の評価を第９－５表にまとめる。まず，農業法人の募集情

報を充実してほしいという意見がある一方で（A 氏，C 氏），研修先等を就農先候補として

紹介してくれるケースもあり（E 氏），情報の提示方法も公平であるという評価もある（F
氏）。また，農地あっせんに対する要望があったのは C 氏のみであったが，これはほとん

どの調査対象者が既に農地獲得の見込みがあったためと考えられる。聞き取りの中でも，

「農地は自分で見つけてくるもの」「農業法人の紹介はハローワーク経由だけ」という意見

があったように，総じて訓練生自身が大学校の就農支援に対してあまり期待していないよ

うに感じられた。これはこの研修コースへの入り口がハローワークであり，大学校は飽く

までも訓練の委託を受けて技能を教えているだけ，という認識が訓練生側にもあるためで

あり，かつ，豊富な社会経験から自らの目標に向かって就農先や農地を見つけてくるとい

った行動力が，訓練生には備わっていることも要因であろう。

４．雇用就農している卒業生からの評価

ここでは職業訓練農業科の卒業生であり，現在雇用就農しているケースを 3 件紹介する。

具体的には，3 名の卒業生ごとに現在の雇用先に至った経緯や大学校への要望等を整理す

る（第９－６表）。最初に，農業法人に就農したケースを紹介し，その後この大学校の特徴

とも言える大学校の作業助手に就職したケースを紹介する。

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏

・授業の中でも
ハローワークで

の職業探しを支
援してくれる。

・授業終了時や

視察時に就農
先として農家を

紹介される。

・雇用就農につ

いての情報は
積極的に与えら

れていない。

・移住してきた

人には農地情
報の支援が必
要

資料：ヒアリング調査より筆者作成

改善

・農業法人の斡

旋と補助金情報
の提供を充実さ

せてほしい。

・適性診断をし

て農業法 人を
マッチングして

ほしい

第９－５表　訓練生による大学校の就農支援活動に対する評価

良い

・公平に求人情
報を教えてもら

える。
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が遅いため，実習進度と研修先での作業にズレが生じることによって研修先に迷惑をかけ

ることが多いという意見が寄せられた（C 氏 ，D 氏）。反対に，野菜・有機農業コースで

は，4 月に実習が始まる段階では育苗の経験ができないことが不満として挙げられた（F
氏，G 氏）。また，農繁期には農家での実習が多くなるため，大学校の実習圃場をしっか

り見ることができないという声もあった。

最後に就農支援に関する訓練生の評価を第９－５表にまとめる。まず，農業法人の募集情

報を充実してほしいという意見がある一方で（A 氏，C 氏），研修先等を就農先候補として

紹介してくれるケースもあり（E 氏），情報の提示方法も公平であるという評価もある（F
氏）。また，農地あっせんに対する要望があったのは C 氏のみであったが，これはほとん

どの調査対象者が既に農地獲得の見込みがあったためと考えられる。聞き取りの中でも，

「農地は自分で見つけてくるもの」「農業法人の紹介はハローワーク経由だけ」という意見

があったように，総じて訓練生自身が大学校の就農支援に対してあまり期待していないよ

うに感じられた。これはこの研修コースへの入り口がハローワークであり，大学校は飽く

までも訓練の委託を受けて技能を教えているだけ，という認識が訓練生側にもあるためで

あり，かつ，豊富な社会経験から自らの目標に向かって就農先や農地を見つけてくるとい

った行動力が，訓練生には備わっていることも要因であろう。

４．雇用就農している卒業生からの評価

ここでは職業訓練農業科の卒業生であり，現在雇用就農しているケースを 3 件紹介する。

具体的には，3 名の卒業生ごとに現在の雇用先に至った経緯や大学校への要望等を整理す

る（第９－６表）。最初に，農業法人に就農したケースを紹介し，その後この大学校の特徴

とも言える大学校の作業助手に就職したケースを紹介する。

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏

・授業の中でも

ハローワークで

の職業探しを支

援してくれる。

・授業終了時や

視察時に就農

先として農家を

紹介される。

・雇用就農につ

いての情報は

積極的に与えら

れていない。

・移住してきた

人には農地情

報の支援が必

要。

―

資料：ヒアリング調査より筆者作成．

改善点

・農業法人の斡

旋と補助金情報

の提供を充実さ

せてほしい。

・適性診断をし

て農業法人を

マッチングして

ほしい。
― ― ―

第９－５表　訓練生による大学校の就農支援活動に対する評価

良い点 ― ― ― ―

・公平に求人情

報を教えてもら

える。

―
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（１）農業法人に就農したケース（Ｈ氏）

2019 年度から県内の農業法人（野菜）で雇用就農している H 氏（女性，44 歳）は，2018
年度に野菜・有機農業コースを受講している。受講前は県内のメーカーに営業職として 20
年間勤務していた。自家の職業はいわゆる土地持ち非農家であり，兼業農家だった父が亡

くなって以降，農業は行われていない。現在，1ha ほどの水田を貸しているが将来的には

H 氏が耕作する予定でいる。 
職業訓練農業科の受講のきっかけは，農業や農地の相続について考えるようになり，土

地は売りたくないが貸付先もいずれなくなるのではないかと思ったことである。また，子

供の手が離れたタイミングに 80 歳位まで働ける仕事をしたいと考えて就農を決意し，そ

のための準備として受講したという。この研修では雇用保険からの給付が受けられるとい

うのも子供がいる H 氏にとってはありがたかった。加えて，就農を考えた場合に他の研修

先や制度の利用があったかもしれないが，当時はそれら選択肢があることすら知らなかっ

た。

最低限の農地と農業機械は所有していたので，栽培や機械操作の技術さえ学べば野菜を

作って販売し，利益を得られると思っていた。しかし，実際に大学校で実習し学ぶことに

よって栽培の難しさを痛感し，もっと広い視野で見られるようにスキルアップしたいと考

H氏 I氏 J氏

年齢・性別 44歳・女性 42歳・男性 58歳・男性

家族構成 母親，配偶者，子供 配偶者，子供 単身

卒業年次 2018年度 2011年度 2018年度

履修コース 野菜・有機農業コース 果樹コース 野菜・有機農業コース

自家の職業 土地持ち非農家 非農家（配偶者の実家が農家） 非農家(親族に農家なし)
学　　　歴 専門学校，短大 大学 大学

前　　　職 メーカー（営業職） 広告代理店（専門職） 医療系（管理・企画職）

雇用保険の活用 あり あり あり

就職先と

就業状況

水稲・野菜複合経営

営業担当

山梨県立農業大学校

作業助手（果樹）

山梨県立農業大学校

作業助手（有機野菜）

自営農業

の 状 況

・10aほどの農地を借りて野菜栽培し

ている。

・95aほどの農地でブドウ栽培を開始

して認定新規就農者になった。

・将来はJAS等の審査員の認定を受

けてコンサルの仕事をしたい。

・農地を確保し有機農業をする。

研修受講
のきっかけ

・農業や農地相続について考え，80
歳位まで働ける仕事をしたいと考え
た。

・配偶者の実家が農家で起業を考え
ていたため。

・受講以前に週末農業塾に1年間通

い，家庭菜園に取り組んだ。
・子供の独立を機に早期退職して移

住及び就農を決意。
・雇用保険が受けられるため。

研修受講

当 初 の
就農希望

・独立自営就農を希望していた。農

地と農業機械を所有していたので，
研修を受講すればできると考えてい

た。

・独立自営就農を希望していた。自

営就農する前にスキルアップしたいと
考え助手になった。

・独立自営就農を希望していたが，1
年間の農業研修だけでは就農する

には不十分だった。有機栽培の勉強
をするには作業助手が適していると

考えた。

大学校での

研修の評価

・講師陣は非常に充実している。

・実践に特化して栽培，経営，販売
等に時間を充てて欲しい。特に，販

売戦略や6次産業化の授業を望む。

・先輩農家の話を聞く機会が欲しい。

・研修期間が短く，実習機会が不足

している。
・営農計画の指導や研修・インターン

シップ先の紹介など就農支援は十分
だった。

・農地確保の支援をしてほしかった。

・作業が1回ずつしか経験できない。

・営農計画の策定のために農業者と
の対話機会が欲しかった。

第９－６表　雇用就農している卒業生の属性と大学校の評価

資料：ヒアリング調査より筆者作成．
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（１）農業法人に就農したケース（Ｈ氏）

2019 年度から県内の農業法人（野菜）で雇用就農している H 氏（女性，44 歳）は，2018
年度に野菜・有機農業コースを受講している。受講前は県内のメーカーに営業職として 20
年間勤務していた。自家の職業はいわゆる土地持ち非農家であり，兼業農家だった父が亡

くなって以降，農業は行われていない。現在，1ha ほどの水田を貸しているが将来的には

H 氏が耕作する予定でいる。

職業訓練農業科の受講のきっかけは，農業や農地の相続について考えるようになり，土

地は売りたくないが貸付先もいずれなくなるのではないかと思ったことである。また，子

供の手が離れたタイミングに 80 歳位まで働ける仕事をしたいと考えて就農を決意し，そ

のための準備として受講したという。この研修では雇用保険からの給付が受けられるとい

うのも子供がいる H 氏にとってはありがたかった。加えて，就農を考えた場合に他の研修

先や制度の利用があったかもしれないが，当時はそれら選択肢があることすら知らなかっ

た。

最低限の農地と農業機械は所有していたので，栽培や機械操作の技術さえ学べば野菜を

作って販売し，利益を得られると思っていた。しかし，実際に大学校で実習し学ぶことに

よって栽培の難しさを痛感し，もっと広い視野で見られるようにスキルアップしたいと考

H氏 I氏 J氏

年齢・性別 44歳・女性 42歳・男性 58歳・男性

家族構成 母親，配偶者，子供 配偶者，子供 単身

卒業年次 2018年度 2011年度 2018年度

履修コース 野菜・有機農業コース 果樹コース 野菜・有機農業コース

自家の職業 土地持ち非農家 非農家（配偶者の実家が農家） 非農家(親族に農家なし)
学　　　歴 専門学校，短大 大学 大学

前　　　職 メーカー（営業職） 広告代理店（専門職） 医療系（管理・企画職）

雇用保険の活用 あり あり あり

就職先と

就業状況

水稲・野菜複合経営

営業担当

山梨県立農業大学校

作業助手（果樹）

山梨県立農業大学校

作業助手（有機野菜）

自営農業

の 状 況

・10aほどの農地を借りて野菜栽培し

ている。

・95aほどの農地でブドウ栽培を開始

して認定新規就農者になった。

・将来はJAS等の審査員の認定を受

けてコンサルの仕事をしたい。

・農地を確保し有機農業をする。

研修受講

のきっかけ

・農業や農地相続について考え，80
歳位まで働ける仕事をしたいと考え

た。

・配偶者の実家が農家で起業を考え

ていたため。
・受講以前に週末農業塾に1年間通

い，家庭菜園に取り組んだ。

・子供の独立を機に早期退職して移

住及び就農を決意。

・雇用保険が受けられるため。

研修受講

当 初 の

就農希望

・独立自営就農を希望していた。農

地と農業機械を所有していたので，

研修を受講すればできると考えてい

た。

・独立自営就農を希望していた。自

営就農する前にスキルアップしたいと

考え助手になった。

・独立自営就農を希望していたが，1
年間の農業研修だけでは就農する

には不十分だった。有機栽培の勉強

をするには作業助手が適していると

考えた。

大学校での

研修の評価

・講師陣は非常に充実している。

・実践に特化して栽培，経営，販売

等に時間を充てて欲しい。特に，販

売戦略や6次産業化の授業を望む。

・先輩農家の話を聞く機会が欲しい。

・研修期間が短く，実習機会が不足

している。

・営農計画の指導や研修・インターン

シップ先の紹介など就農支援は十分

だった。

・農地確保の支援をしてほしかった。

・作業が1回ずつしか経験できない。

・営農計画の策定のために農業者と

の対話機会が欲しかった。

第９－６表　雇用就農している卒業生の属性と大学校の評価

資料：ヒアリング調査より筆者作成．
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えるようになった。また，H 氏は自分が続けられそうな栽培品目を決められず，まずは様々

な経験を積みたいと思ったという。

現在の就農先である農業法人は農家研修先であり，将来自営することを考えた時に販売

先や人脈を広げられる法人で学びたいと考え選択した。この農業法人では販売や加工につ

いても多くを学ぶことができ，法人側ともよくマッチングしたので就農を決めた。現在は

法人で営業を担当している。同時に 10a ほどの農地を借りて野菜を栽培しており，将来は

法人から独立して減農薬による野菜の販売を行う予定である。

次に，大学校での研修の評価については，講師陣は充実しており農業の初心者にとって

なくてはならない存在であると高く評価している。一方で，より実践に特化した栽培，経

営，販売等に時間を充ててもらえれば良かったという。特に，販売戦略の具体例や収入を

得るための農業経営について，6 次産業化等とともにより詳しく授業で取り組んで欲しか

ったとのことである。訓練生のときは就農とは栽培と販売だけと考えていたが，もっと先

輩農家の話を聞く機会を増やして失敗しないスタートを切れるようにしてもらえればよい

のではないかという。

（２）大学校の作業助手に就職したケース

１）Ｉ氏

2012 年より職業訓練農業科の果樹コースの助手として勤務している I 氏（男性，42 歳）

は，2011 年度に果樹コースを受講していた。受講の 2 年前から U ターンで地元民間企業

に勤務していた。自家の職業は妻の実家が農家であり，U ターン後に起業を考えたときに

農業を選択したのも妻の実家の影響があるという。

将来的には独立自営就農する予定であるが，現在の助手という職業を選んだ理由は大学

校の職員から勧められたことがきっかけである。自営就農する前にスキルアップしたいと

考えていたようだ。助手としては果樹コースの担当職員とともに訓練生の実習をサポート

している。

訓練中から農地の確保や営農計画の策定等にも取り組み，地元で 30a ほどのブドウ栽培

を開始し，既に認定新規就農者になっている。現在の規模では自営農業だけで生活できな

いため大学校の助手として働いている。助手の仕事は所得獲得と栽培技術の向上という両

面から重要であるという。現在では 95a まで借地を増やしており，近々妻の父の果樹園

（60a）も引き継ぐ計画である。経営面積が大きくなるので親族に手伝ってもらいつつ，

助手の仕事を減らしていく予定である。

２）Ｊ氏

 2019 年より職業訓練農業科の野菜・有機農業コースの助手として勤務している J 氏（男

性，58 歳）は，2018 年度に野菜・有機農業コースを受講している。受講前は他県の民間

企業で管理職をしていた。自家の職業は非農家であり農地も所有していない。受講の 2 年

前から大学校の週末農業塾に 1 年間通ったり，家庭菜園に取り組んだりしていた。子供が
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独立したことをきっかけに，早期退職して移住及び就農を決意した。また，雇用保険の給

付が受けられることも職業訓練農業科を選択する決め手となった。他県の類似の研修コー

スでは，学費等の点で折合いがつかなかった。

受講前は独立自営就農を希望していたが，1 年間の農業研修だけでは就農するには不十

分であると感じたため，現在の就職先を選んだ。大学校の助手への応募は職員から声をか

けられ，JGAP や有機 JAS 認定の審査員の資格が取れると聞き，勉強するには最適と考え

て応募した。業務としては週 5 日勤務で有機農業圃場の管理，実習準備，実習の指導を担

当している。助手は 1 年契約だが来年も継続する予定である。 
この職と並行する形で，有機野菜の栽培で生計を立てることを目標としている。さらに，

JGAPや有機JAS認定の審査員になれればコンサルタントとしての仕事もできると考えて

いる。なお，助手以外の選択肢としては，研修先の農家との共同経営も持ち掛けられてい

たが，助手の方が学びの機会が多いこと，共同経営でも安定した所得確保は難しいと感じ

たため諦めたという。

 大学校に対しては，もう少し農地確保のための支援をして欲しかったと考えている。移

住してきた訓練生の多くは，農地が見つけられないまま卒業しており，J 氏もまだ農地を

確保できていない。また，訓練期間も 9 か月では短く，農作業がどれも 1 回しか経験でき

なかった。営農計画の策定にしても実際の農業者とのコミュニケーションをとる機会がも

っと必要だと感じている。

５．卒業生を雇用している法人代表者からの評価

最後に，卒業生 H 氏を雇用している農業生産法人 K より，訓練生の雇用のきっかけや

大学校との関係を見る。

2009 年に設立された K 法人では，飼料用稲 6ha，コシヒカリ 1ha，多品目の野菜を 5ha
ほど栽培している。事業としては，飲食店やホテルへの直売やイチゴの収穫体験が中心で

ある。イチゴ栽培は，特に冬季の雇用を維持するために重要であり，加工事業としてトマ

トケチャップやイチゴジャムの委託加工も行っている。

山梨農大の卒業生を雇用したのは，2019 年度からの H 氏が初めてである。そのほかに

は 4 年前から大学校の研修生を受け入れている。地域おこし協力隊を受け入れたこともあ

るが，こだわりが強く上手くいかないことが多かったのでやめたそうである。正社員に対

する福利厚生は充実しており，雇用保険，労災保険，健康保険，厚生年金，通勤手当，時

間外手当がある。また，正社員の雇用に当たっては農の雇用事業を利用している。

正社員を採用する際に重視する点は，人柄，意欲・熱意，コミュニケーション能力，社

会人経験であり，正社員には現場作業員としてだけでなく現場管理リーダーになることを

求めている。特に，大学校の卒業生には法人の幹部候補としての活躍まで視野に入れてい

る。大学校の研修生を受け入れているのも採用活動の一環であり，それ以外でも，大学校
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の職員に卒業生採用のための働きかけを行っている。

６．考察

前節までの整理から，山梨農大が実施している社会人等向け研修コース（職業訓練）の

特徴と役割を考察する。まず，挙げられるのが実習カリキュラムの充実である。カリキュ

ラム全体に占める圃場実習や農家研修の割合は養成科や専攻科よりも高く，訓練生にも多

くの効果をもたらしている。最も顕著な効果は，農家研修がそのまま就農に結び付くケー

スであり，聞き取り調査でも訓練生と卒業生含めて，3 名がこのケースに当てはまる。職

業訓練であるため受講開始時には全員が職に就いていない状態であり，配偶者や子供がい

る訓練生も少なくないことから，農家研修から雇用就農へとスムーズに移行できるのは生

活の安定という観点からも非常に重要であろう。そのほかにも，将来的に独立自営就農を

志向している訓練生にとって，栽培技術だけでなく販売戦略や経営に対する考え方を学ぶ

機会は貴重であり，その点で研修先の農家や法人とのつながりを評価する訓練生は多い。

もう一つの有力な就業（就農）ルートとして，大学校の作業助手や山梨県総合農業技術

センターの職員への就職による兼業農業従事が挙げられる。聞き取り調査でも訓練生と卒

業生合わせて 5 名がこうした職に就いていた。受講前からこうした就業（就農）ルートを

想定していた者はおらず，多くが独立自営就農を志したものの 1 年の研修期間内で学びな

がら就農準備することは困難であると方向転換している。訓練生にとって条件の合う農業

法人等の雇用就農先が見つからない場合には，栽培技術の向上を図りながら所得を獲得で

き，さらに職場での人的ネットワークを活用しながら自分の農業経営の準備もできるとい

う仕事は非常に魅力的と言えよう。大学校側としても，養成科や専攻科の新卒とは異なり，

様々な社会経験やスキルを持ち農業への情熱もある人材を採用できるメリットは大きいと

思われる。

また，職業訓練農業科の最大の特徴である雇用保険の給付も訓練生にとって，受講の大

きな決め手になっていた。委託訓練という位置付けのため受講費用も養成科や専攻科と比

較して圧倒的に低く，なおかつ受講しながら失業手当を受け取れるというのは，貯蓄の少

ない若者，子育て世代，将来に不安を持つ定年帰農者いずれにとっても心強い制度である。

しかし，この社会人等向け研修コースに課題がないとは言えない。まず，栽培スキルの

習得という観点から最も問題なのは，その研修期間と作物ごとの栽培作業期間のズレであ

る。果樹で言えば，訓練は 1 月中旬で終了するが，これでは 2 月の剪定作業について圃場

実習でも研修先でも経験できない。他方で野菜は，訓練開始が 4 月であるため，その時点

で播種・育苗作業が終了している作物もある。2 年課程の養成科や専攻科であればこうし

た問題は発生せず，スポット的な短期研修コースでも研修生からそのような不満がでるこ

とはない。したがって，この課題は 1 年未満の研修コース，特に果樹や野菜といった園芸

作物における研修特有の課題と言えよう。ただし，職員によれば，2 月から 4 月にかけて

は次期訓練生の募集や圃場の準備を行っており，必要な準備期間であるため，この問題の

－159－



- 160 -

解決は容易ではない。

もう一つの課題は，訓練生の就農支援の在り方についてである。本章の聞き取り調査の

対象者は，そのほとんどが農家子弟若しくは農地を借入できる親戚がいる者であり，農地

の確保に苦労しているものは少数であった。しかし，卒業生の J 氏は，卒業時点で農地を

確保できておらず，有効な支援も受けていない。大学校側としても職業訓練農業科は，雇

用就農者の育成が目的の職業訓練であり農地のあっせんを積極的に実施する立場にはない

と考えられる。しかし，ほとんどの訓練生にとって雇用就農は独立自営就農のための準備

段階と位置付けられており，非農家出身の訓練生が今後も増えていくことを考えれば，関

連機関との連携を図りながら大学校における農地情報の提供，マッチング機会の提供等に

ついても検討すべきであろう。

それ以上に大きな課題は，やはり，そもそもの雇用就農先が見つからないことである。

調査対象者の中でも 2 名はまだ就農（就職）先が決まっておらず，大学校の助手への就職

も農業法人等での雇用就農をあきらめた結果と考えられるケースもあった。職員の話によ

れば，農業法人等から正社員としての募集は非常に少なく，特に果樹は大規模経営が少な

いことから募集が少ない等，品目によってもその差は大きい。その要因の一つとして考え

られるのは，大学校での就農・就職情報源が基本的にハローワークに限られていることに

あるのではないか。農家等からの求人のすべてがハローワークを利用しているわけではな

い。そうした求人情報をすくい上げる仕組みが大学校に備わっていれば，もう少し訓練生

とマッチする求人も増えるのではないだろうか。

このような課題があるものの，総じて職業訓練という形式の社会人等向け研修コースの

プログラムは訓練生から高い評価を受けており，大学校にとっても運営費を獲得できると

いう意味で利点は大きい。一方で，こうした形式を採用している農業大学校は全国に僅か

5 校存在するのみである。本章の事例も参考に，このような取組がより多くの農業大学校

で検討されることを期待する。

注（1）2018 年度までは 6 月～12 月の 6 か月コース（野菜のみ）が存在したが，収穫作業のみの実習になってしまい

学びの機会が少ないことから廃止したとのことである。

（2）ここで特徴的な研修先を紹介する。専業農家 6 名で組織化された法人であり，調査時点で訓練生 A，B の 2 名

の研修を受け入れていた。各農家の規模は 1～2ha でありブドウとモモを生産している。この法人では研修中に

構成農家を順番に回ることで，様々な経営の栽培方法や考え方を学ぶことができる。また，修了後の訓練生の独

立を支援する取組も行っている。
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